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事
類
備
要
』
類
姓
門
に
は
、
こ
の
事
情
を
補
う
恰
好
の
記
載
が
あ
り
、
複
姓
十

四
を
含
む
四
二
五
の
諸
姓
の
五
音
配
分
が
新
た
に
判
明
す
る
。

右
の
資
料
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
姓
氏
制
の
展
開
過
程
に
お
け
る
「
吹
律
定

姓
」
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
る
の
が
本
報
告
で
あ
る
。
な
お
、
小
川
環
樹

「
反
切
の
起
原
と
四
殻
お
よ
び
五
音
」
(『
中
園
語
察
研
究
』
、
創
文
位
、
一
九

七
七
年
、
所
牧
)
、
梅
原
郁
謬
注
『
夢
渓
筆
談
』

2
(
卒
凡
社
、
東
洋
文
庫
、

一
九
七
九
年
)
、
参
照
。

秦
の
葬
制
に
つ
い
て

|

|
秦
漢
帝
闘
の

一
斑
|
|

杉

本

憲

司

最
近
の
考
古
皐
調
査
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
不
充
分
で
あ
っ
た
春
秋

・
戦
園
時

代
の
各
図
の
様
子
が
一
部
明
ら
か
に
な
り
、
文
献
の
紋
を
お
ぎ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
楽
に
つ
い
て
も
同
様
に
新
し
い
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

地
域
的
に
は
西
間
王
朝
の
故
地
で
あ
る
、
峡
西
省
清
水
流
域
に
中
心
を
も
っ
秦

図
が
、
そ
の
後
、
東
方
諸
国
と
の
閲
に
政
治
・
文
化
の
面
で
大
き
な
ち
が
い
を

持
っ
て
く
る
そ
の
位
舎
に
つ
い
て
早
く
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
秦
漢
帝
園
成
立
の

問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
設
表
は
、
秦
の
葬
制
に
鵡
黙
を
す
え
て
、
楽
園
の
歴
史
的
な
位
置
づ

け
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
先
づ
第
一
の
問
題
は
帝
陵
墓
の
成
立
で
あ
る
。
墓

室
の
上
に
大
き
な
版
築
封
土
と
建
物
を
も
っ
中
山
園
王
陵
の
調
査
に
よ
り
、
大

墳
丘
を
も
っ
始
皇
帝
陵
成
立
に
つ
い
て
の
系
譜
の
糸
口
が
つ
か
め
て
き
た
。
第

二
は
、

春
秋
時
代
と
獄
図
時
代
で
葬
制
に
曲
変
化
が
生
れ
て
く
る
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
で
あ
る
。
第
三
は
、
戟
園
時
代
末
期
に
み

ら
れ
る
小
型
墓
群
の
成
立
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
の
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
三
黙
を
中
心
に
考
察
し
て
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
新
多
七
園
考
。
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

『
元
朝
秘
史
』
十
五
巻
本
紗
本
に
つ
い
て原

埠

山

現
在
通
行
し
て
い
る
『
元
朝
秘
史
』
に
は
二
種
の
系
統
が
あ
る
。
洪
武
年
聞

に
編
纂
さ
れ
た
十
二
巻
本
と
、
の
ち

『永
楽
大
典
』
に
収
録
さ
れ
た

『
秘
史
』

か
ら
の
停
本
た
る
十
五
巻
本
で
あ
る
。

そ
し
て
翻
謬
を
は
じ
め
と
す
る

『
秘

史
』
研
究
の
経
緯
か
ら
、
今
日
で
は
十
二
巻
本
が
専
ら
研
究
の
封
象
と
な
っ
て

い
る
。
有
名
な
「
四
部
叢
刊
」
本
や
「
葉
徳
輝
」
本
は
共
に
十
二
巻
本
の
紗
本

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
、
蘇
聯
邦
科
摩
院
か
ら
同
園
に
停
わ
る

十
五
谷
本
紗
本
の
影
印
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
従
来
の
諸
停
本
と
校
合
す

る
と
、
脱
沼
し
た
節
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
謀
り
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
等
か

ら
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
「
十
五
各
本
」
全
鐙
も
そ
れ
に
臨
応
じ
た

評
債
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
該
十
五
各
本
に
は
、
他
の
テ

キ
ス
ト
の
誤
寓
を
正
し
う
る
孤
立
的
な
特
徴
も
少
く
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。

『
秘
史
』
の
如
く
紗
本
と
し
て
俸
わ
っ
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
各
テ
キ
ス
ト

閲
相
互
の
殿
密
な
校
合
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

『
秘
史
』
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を

漢
字
締
寓
し
た
と
い
う
特
異
な
性
格
を
持
つ
の
で
、
盆
々
鰍
密
な
検
討
が
望
ま
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